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発達には、レベル 1 視点取得  (level-1 perspective-taking; PT1) とレベル 2 視
点取得  (level-2 perspective-taking; PT2) の二つの連続した段階がある。自閉
スペクトラム症  (autism spectrum disorder; ASD) 児は PT1 に困難さを示さ
ないが、PT2 が難しいとされる。その理由として、自己視点を他視点に心的に
置くこととされる視点変換が十分に機能しないことが指摘されている。その困









研究 1、2 では刺激の遮蔽がない課題  (地図課題 ) を設定し、PT2 スキルを自発
的に用いる傾向を検討した。刺激の遮蔽がない場合、自己の視点  (身体 ) を他
視点方向に実際に移動し  (以下、視点移動行動 )、その態勢を保ったまま反応す
ることが可能である。そのため、視点移動の傾向を検討できると考えた。ただ
し、研究 1、2 では視点変換は必須ではないため、研究 3、4 において刺激の遮
蔽がある課題  (顔回転課題 ) を用いて、自己視点から反応を産出する状況を設
定することにより、視点変換の問題を検討した。  
研究 1 では、広汎性発達障害児 1 名を対象に地図課題を行った。他視点への
視点移動の導入という変数操作が PT2 スキルの遂行に影響を及ぼすかどうか












 研究 2-1 では、アスペルガー障害の疑いのある児童 1 名と TD 児 1 名を対象
に、標準的な視点取得課題と心の理論課題、地図課題を実施した。視点の明示
性という変数操作によっても PT2 スキルの遂行に影響を及ぼすかどうかを予
備的に検討した。視点に関する非明示的教示条件  (以下、非明示的教示条件 ) で
は、交差点において筆者は「右／左に曲がります」と教示した。また、視点に





研究 2-2 では、研究 2-1 の結果を踏まえ、生活年齢 6～8 歳の ASD 児 18 名
と TD 児 53 名を対象に、研究 2-1 の手続きに準じて地図課題を実施し、他視点
の明示性が PT2 スキルの遂行に及ぼす影響を検証した。その結果、非明示的教
示条件において、TD 群では年齢の上昇に伴って正反応数に増加傾向がみられ
たが、ASD 群では 6～8 歳において明確な発達的変化は認められなかった。加
えて、特に 180°において TD 群に比べ、ASD 群は自己視点から見てミニカーを
右／左に操作する傾向がみられた。明示的教示条件において、非明示的教示条
件に比べ ASD 群のパフォーマンスが向上した。非明示的教示条件の結果から、




課題設定において、a) 他視点への視点移動、または b) 視点に関する明示的教
示条件の導入が、知覚的視点取得の成立条件として示された。  
 研究 3-1 では、3 名の ASD 児を対象に顔回転課題を実施した。刺激の遮蔽か
ら比較刺激提示までの時間間隔  (time lag; TL) を段階的に短くすることによ
り、視点取得の成立が促されるかどうかを検討した。BL では顔刺激のどちらか
の目を点灯させ、いずれかに向けた状態  (以下、見本刺激 ) で提示した。次に顔


















研究 4 では、研究 3 の参加児 5 名に加え、新たに ASD 児 3 名と TD 児 3 名
を対象に顔回転課題を実施した。課題はグラス型アイトラッカーを装用して行
った。テスト条件において見本／比較刺激提示時の眼球運動を分析した結果、




た。以上の結果を踏まえ、構成要素間の配置  (顔刺激の目や鼻 ) に視線を誘導
する条件の効果を検討した。その結果、相互的な注視行動の生起に伴って正反
応数が増加した。研究 4 の結果から、e) 見本刺激提示時には刺激内に含まれる
構成要素を相互的に注視していることが示唆された。  









件 a)～ e) が知覚的視点取得の成立を促進する条件として示唆された。今後の
課題として、発達障害や知的発達に関する要因の分析、視点取得に関するアセ
スメントの実施、実験デザインの統制、刺激に対する注視時間の増減に伴う眼
球運動のデータ収集、事例数の拡充及び生活年齢の拡大、認知的・社会的視点
取得との関連を検討することが挙げられた。  
